欲求阻止事態における行動の比較心理学的検討　Ⅱ by 鵜飼, 信行
欲求阻止事態における行動の比較心理学的検討 ∬
鵜 飼 信 行
1
前 回 の検 討(鵜 飼:1985)に お いて は,母 親 か ら早 期 に 隔離iされ て 生 育 した ニ ホ ンザILが 表
わ す 自分 の身 体 部 位 のサ ッキ ン グ と抱 く行 動 に焦 点 を 当 て た。 それ らの 行 動 は,母 親 が 居 な い
と い う欲 求 阻 止 事 態 で滞 積 す る歪 曲残 留 を解 消 す る行 動 だ と考 え た。 ま た,母 親 が も ど らな い
か ぎ り,歪 曲残 留 は滞 積 し続 け,そ れ らの行 動 は常 同化 す る。 そ う した 行 動 を 表 わ す サ ル に お
いて は,内 部 平 衡 を回 復 す る ため,歪 曲残 留 を解 消 す る こ とが 目 ざ さ
、れ,し た が って外 部 へ の
適 応 は閉 され,自 閉 的 生 活 を す る よ う に な る。 また,母 親 に 向 け るべ き,サ ッキ ング や抱 きつ
く行 動 を 自分 の身 体 に 向 け る よ うに な るの は,そ れ らの欲 求 阻 止 が 緊 張 を結 果 し,身 体 感 覚 が
目立 つ ため で は な い か と考 え た。
自分 の 身 体 部位 のサ ッキ ング や抱 く行 動 は,よ り早 期 に(107日 以 前)隔 離 され た個 体 が 表 わ
した。 それ らの行 動 は,生 活 年 齢 が 増 す につ れ て 減 少 す る こ とが指 摘 され て い る(岡 野:1983,
239頁)。 今 回 は,よ り年 齢 の進 ん だ個 体 の表 わ す,自 己 の身 体 を噛 む こ と,自 慰 行 動 や以 前 に
報 告 した(鵜 飼:1975)特 定 個 体 の 表 わ した 奇妙 な行 動 に焦 点 を合 わせ る。 そ の うち まずH個
体 が 表 わ した 奇妙 な行 動 か ら取 り上 げ る。
Hは88日 目に母 ザ ル か ら隔離 され,幼 少 時 にペ ニ スの サ ッキ ング とひ ざ を抱 く常 同行 動 を表
わ した個 体 で あ る。
Hが 表 わ した特 異 な行 動 は,空 中 に定 位 され たグ ル ー ミング(毛 づ くろ い)行 動 で あ る。 そ
れ に つ いて 実験 的 に観 察 した の は十 数 年 前 で,Hが9歳 の と きで あ った。 空 中 グ ル ー ミング を
記 述 す る こ とか ら始 め る。
見 慣 れ た観 察 者 がHの ホ ー ム ホ ー ジの 前 に坐 る と,Hは 観 察者 に 向 い て坐 り,空 中 グ ル ー ミ
ング を始 め る。 しば ら くそれ を しつ づ け る と,セ ル フ グル ー ミング(自 分 の腕 を す る)に 移 る。
この よ うに,空 中 グ ル ー ミング とセ ル フ グル ー ミン グ を交 替 にす る。 これ らが 止 む と,空 中
に定 位 され た リップス マ ッキ ン グ(親 愛 の表 情 と言 わ れ て い る)や,空 中 に定 位 され た 目を 向
け る行 動 を す る。 空 中 グル ー ミン グで は,Hは 観 察 者 の 方 に正 面 を 向 けて い るが,Hの 視 線 は
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観 察 者 の そ れ か らは ず れ て い る。 リ ップ ス マ ッキ ン グ は,相 手 と距 離 を 保 って いて も信 号 機 能
を果 す行 動 で あ るが,Hは そ れ を す る と き も,視 線 は観 察 者 の視 線 か らはず れ て い る。 目 を 向
け る行 動 も同 様 に空 中 に定 位 され て い る。 つ ま り,空 中 グ ル ー ミ ング,空 中 リ ップス マ ッキ ン
グ,空 中 に 目を 向 け る行 動 を す る際,Hの 視 線 は観 察 者 の視 線 か ら少 しは ず れ た,ほ ぼ 同様 の
点 に 向 け られ る。
この よ うな空 中 に定 位 され た諸 行 動パ ター ンを 見 て想 起 され るの は,Lorenz,K・ が 記述 し
た真 空 反 応(vacuumactivity)で あ る。 真 空 反 応 の例 と して は,空 腹 の ム ク ド リが何 もな い 空
中で 餌 を と らえ る行 動 を し,止 ま り木 に も ど って食 べ て飲 み下 す 行 動 を した こ とが 記述 され て
い る。 この よ うに,真 空反 応 は 当該 の衝 動 エ ネ ル ギ ー を解 消 す べ き解 発 刺 激 が 長 期 に渡 って現
れ ず,衝 動 エ ネル ギ ー が 過度 に蓄 積 され て,解 発 刺 激 が存 在 しな い に もか か わ らず 溢 れ 出 た結
果 の行 動 だ と考 え られ て い る。 した が って,何 もな い虚 空 の 中 で遂 行 され る ので あ る。
観 察 条 件 とHの 行 動 との対 応 を ま とめ る とつ ぎの よ うに な る。
1)ホ ー ム ケ ー ジで 単 独 で い るHを ビデ オ カメ ラを通 して観 察 す る条 件,つ ま りHの 前 に観
察 者 が い な い条 件:空 中 に定 位 され た諸 行 動 は生 じな い。
2)ホ ー ムケ ー ジ で1歳 時 か ら共 に生 活 して き たW個 体 と一緒 に い るの を,ビ デ オ カ メ ラで
観 察す る条 件:空 中 に定 位 され た諸 行 動 も,Wへ の グル ー ミング も生 じな い。
3)H単 独 あ るい は,Wと 共 生 で,見 慣 れ た観 察 者 が い る条 件:空 中 に定 位 され た諸 行 動 が
生 じ る。
も しHの 空 中 グル ー ミング を真 空 反 応 とす るな ら,Hに グ ルー ミン グの 衝 動 が 過 度 に 蓄 積 さ
れ て い る に もか か わ らず,相 手 が いな いため に空 中 グ ル ー ミング が生 じた と い うこ とに な る。
しか し,1歳 時 か ら と もに生 活 して き たWと 一 緒 に いて も,Wを グ ル ー ミング す る こ と は な
い。 グ ル ー ミング の衝 動 が 高 ま って い る な ら,Wに グ ル ー ミング が 向 け られ る はず で あ る。 ホ
ー ム ケ ー ジ で ,見 慣 れ た観 察 者 が 通 常 の 観 察 位 置 にい る場 合 に は,単 独 で い よ うと,Wと と も
に い よ う と必 らず空 中 に 向 け られ た諸 行 動 が 生 じ る。 した が ってHの 空 中 グ ル ー ミング は,
Lorenzの 言 う真 空 反 応 の 範 疇 には 入 ら な い こ とが わ か る。 また,観 察 者 との 関 連 で 生 起 す る
こ とが 推 測 され る。,
つ ぎ にHが 見 た こ との な い人 間 や,変 装 した観 察 者 が観 察位 置 に坐 る条 件 を設 定 した。 そ の
条 件 で は,空 中 に定 位 され た行 動 は生 じな か った。 摂 食 時 には,観 察 者 が居 て も生 じな い が,
食 べ 終 って 水 を飲 む と空 中 グ ル ー ミング が は じま った。 交 尾 期 に雌 と出 会 っ た条 件 や,Wと ひ
さ しぶ りに 出会 った条 件 で は,観 察 者 が い て も,空 中 グ ル ー ミン グ は生 じて い な い。 観 察 者 よ
り関 心 を ひ く もの が あ る場 合 に は,空 中 グ ル ー ミング は生 起 しな い と考 え られ よ う。 そ の ほ
か,一 般 に グ ル ー ミングが 生 じ難 い と考 え られ る条 件 を設 定 した。 それ らは,ホ ー ムケ ー ジ以
外 の 目 新 しいケ ー ジ に入 れ る条 件,空 腹 の 条 件,雨 天 の条 件 で あ る。 そ の場 合 に は,頻 度 が 減
少 す る傾 向 が あ るが,観 察 者 が 居 る場 合 に は,空 中 グル ー ミング ほ か の行 動 は生 起 した。
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このように見て くると,Hの 空中グルー ミングは,見 慣れた観察者 との関連で生起すると言
ってまちがいないであろう。以上のような結果をふまえて,以 前に行なった考察では,衝 動エ
ネルギーの過多,過 少とか変形とかからでは,空 中グルー ミングの生起は説明できず,Hの 内
面性を問題にすることなしには,理 解できないのではないかと示唆するにとどめた。
しか し,考 えてみると,空 中グルー ミングを真空行動の発現要因 となる衝動エネルギーの過




Buytendijk,F.J.J.は,「 人間と動物」と題 された著書において,比 較行動学(Lorenzが 開
いたEthology)や 行動主義心理学 と対比 しながら,彼 の比較心理学の立場を 明確 に して い
る(Buytendijk:1970)。 上述の変更,つ まり,客 観的科学的な理論体系から,人 間や動物の
内面性を問題にする立場への変更を,十 分の説得力をもって説明するため に は,Buytendijk
のような研究者が1冊 の本を必要としている。
ここでは,キ ーワー ドを用いて要約的に対照 してみる。比較行動学や 行 動 主 義 心 理 学 は
Organismus(有 機体,生 活体)の 中枢神経系の生理解剖学的構造,機 能を行動を通 して解明
しようとする。それに対 して,比 較心理学は,Subjekt(主 体)の 在 り方を行動から理解する
ことが目ざされる。つまり,前 者においては,Organismusは 複雑な生理学的構造 と み な さ
れ,特 定の行動の生起は,生 理学的過程の因果分析によって解明されると考える。特に比較行
動学においては,行 動はUrsache(原 因)つ まり衝動エネルギーによって生 じると考え られ
る。後者においては,動 物の行動も置かれた事態との有意味な関連 として理解 され,行 動 は
Motiv(意 図,動 機)に よって表われるのである。
前田嘉明博士は,Wundt,に 代表 される要素論的心理学(心 的体験を,恒 常的な諸要素の結
合とみる)に おいても,そ の批判から興 ったゲシュタル ト心理学(要 素の結合に代って,全 体
的刺激に応ずる力学的体制が主張される)に おいても,感 覚を生理学的過程とみなす点におい
ては同じであることを指摘 している(前 田:1952,23～25頁)。 つまり,感 覚を 「刺激に基 く
興奮過程 と感性系の機能 とか ら結果する一つの生理学的事実としている」点において両者に変
りはないと。博士はつづいて,存 在するのは,世 界との関連の中で感覚する生活体であって,
「感覚その ものなどは如何なる意味においても存在 しない」 と述べられる。 「私が音を聴 くの
であって」耳や鼓膜やユルチ氏器官が聴 くのではない。 「動くのは私であって骨格筋が運動す
るのではない。」 要するに 「感覚する私があるのであって,感 覚それ自身が独立に私の内部に
存するのではない」 と述べておられる。心理学において,感 覚そのものがあるかのように扱か
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われて きたのは,心 理学の生理学に対する不当な依存によることを指摘 されている。また,そ
れは,精 神 と身体 とを峻別 したデカル ト哲学の根強い影響によることが指摘 されている。
引用 した前田博士の論文のテーマは共感性である。生活体にあって,視 覚,聴 覚,触 覚など
の各感性領域や,感 覚と運動においても,一 つのEinheitに 統合 されてあるという観点から,
共感性 こそが感覚の本質であるととを説かれている。その論文の中から,感 覚をどのようにと
らえるかについて,上 述のことを引用させていただいた。この論文における博士の立場は,生
理学に依存せず,具 体的体験事実を事実に即 して純粋に心理学的に解明しようとする立場 と言
えよう。
上で述べた感覚は,人 間の感覚であり,Buytendijkは,人 間 と動物の行動を比較する問題
を扱かっている。そこで,関 係のないことを並べ立てているとの御批判があろう。 しかし,最
初から生理学に依存 した枠組の中で研究を進めるのでなく,人 間や動物を世界や環境世界の意
味に対 して応答 している主体 としてとらえ,そ の主体に表われ,そ の主体が表わす現象を,そ
のものとして研究対象にしようとする態度は共通 している。ともに,そ のような心理学を構築
しようとしている。
三輪正博士は,人 間の身体のもつ二世界的性格について述べ て い る(三 輪:1977,31～32
頁)。 私の身体はすべてを見うるものであり,か つ見 られうるものである。 科学的認識は,こ
の見 られる側面か ら身体 と世界を捉えたものであり,身 体的認識は,見 る側面から身体 と世界
を把握するものである。わり切 った見方をすれば,現 代の主流をなす科学的客観的心理学は,
見 られる側面か らの把握である。前田博士やBuytendijkの 立場は,見 る側面からの把握を志
向するものと言えよう。





哲学的人間学の人間像の中核はいろいろに表現 されるが,Buytendijkは 心を宿 した身体 と
いう統一体として世界に存在することと述べている。 身体的世 界 内 存 在(leiblicheslnde卜
Welt-Sein),脱 中心的位置(exzentlishePosition舁e)な どは同様の意味であろう。 こうした原
理は,感 官様式,行 動様式に具体的に表 われる。そして,そ の表われは三輪博士の言 う見 る側
面か らの把握であるため,内 面的,主 観的なものとして述べられる。例えば,自 己や外界の事
物か ら距離をとり,対 象化すること,行 為に知が随伴 し,障 害の克服や,行 為の改善がなされ
ることなどである。




以 前 の 報 告 で は,Hの 空 中 グ ル ー ミン グ につ いて,衝 動 エ ネル ギ ー 論 か らは解 明 で きず,H
の 内面 性 に 焦点 を 当 て る必 要 性 を示 唆 した。 衝 動 工 才ル ギ ー は,Etho?ogyに お い て は 行 動 の
Ursacheと 考 え られ る もの で あ る。 さて つ ぎにHの 空 中 グル ー ミン グ につ いて,現 わ れ た現 象
を 大 切 に して,あ らた め て検 討 して み よ う と思、う。
前 述 した よ う に,Hは ホ ー ム ケ ー ジ の前 に見 慣 れ た人 間 が坐 る と,空 中 グル ー ミング な どの
行 動 を は じめ る。 そ して,種 々 の条 件 を設 定 して 実 験 的 に観 察 した結 果,空 中グ ル ー ミング は
見 慣 れ た人 間 との 関 連 で生 起 す る こ とが わ か った。 グル ー ミン グ は当 然 の こ とな が ら,本 来 相
手 個 体 や 自分 の 身 体 に直 接 触 れ て な され る もので あ る。
一 方
,人 間 が ケ ー ジ の真 近 に位 置 して,接 触 可 能 な位 置 に な る と,Hは 幼 少時 に高 頻 度 で し
て いた 自分 の ひ ざを か か え る常 同行 動 を し,グ ル ー ミン グ も空 中 グ ル ー ミング も生 じな い。 こ
の ひ ざを か か え る行 動 は,前 回 の検 討 で 述 べ た よ う に,母 親 か ら引 き裂 か れ た,欲 求 阻 止 状 況
で,代 償 的 に現 れ た もの で,自 閉 的 な,外 へ の関 わ りを閉 ざ した行 動 で あ る。9歳 の 時 点 で
は,人 間 が 接 近 した 場 合 や,新 しい ケ ー ジ に入 れ られ た場 合 を 除 いて 見 られ な くな って い る。
人 間 が 接 近 した 場 合 に は,か か る姿 勢 を と り,動 け な くな って しま う。 距 離 が取 られ る と再 び
空 中 グ ル ー ミング を始 め る。Hの グ ル ー ミ ング行 動 は,自 分 の 身 体 に な され る もの を除 く と,
空 中 に な され る もの だ け で あ る。 そ の グル ー ミン グで は,毛 を わ け るか の よ う な動 き と,皮 膚
を つ まむ か の よ う な動 きは,Hに グ ル ー ミン グ を した くさせ た当 の 相 手 か ら距 った位 置 で な さ
れ るの で あ る。
他 の 報 告 で,Hが 交 尾 期 に雌 と出会 った と きの行 動 を扱 か った(鵜 飼:1977)。 そ こで も,Hが
雌 との 関 わ りの 中 で現 わ した 奇妙 な行 動 を記 述 した。 その 行 動 は,雌 の背 に 向 けて,か な りの 時
間,同 じ姿 勢 で 目を 向 けつ づ け る こ とで あ った。 そ の視 線 は,そ れ まで に見 た ニ ホ ンザ ル に は見
た こ との な い奇 異 な もの で あ った。 後 に そ のHの 視 線 を思 い 出 した の は,Werner,Hの 「シ ン
ボ ル の 形成 」 を 読 ん だ と きで あ った 。Wernerは,B�ler,C.が 記 述 した正 常 な2カ 月 児 の凝
視 行 動 を 引 用 して 彼 の 解釈 を加 え て い る。Wernerは,そ の 凝 視 行 動 が子 ど もの外 に 存在 す る
対 象 を定 位 した 行 動 だ とは考 え られ な い と見 る。 乳 児 は対 象 を注 視 して い る と い う よ りは,対
象 を 透 視(gazingthrough)し て い る よ うに見 え る と述 べ て い る(Werner,H:1974)。 つ ま り,
自分 の外 に あ る対 象 を 注視 す る とい うよ り,自 分 の視 野 に映 っ た像 に と らわ れ て い る と解 釈 し
て い るの で あ る。 こ こに述 べ られて い た透 視 を読 ん だ と き,Hの 視 線 を思 い 出 した の で あ る。
Wernerは,新 生 児期 か ら3ヵ 月 頃 まで の時 期 を,自 己 と対 象 と他 者 が 未 分 化 で一 体 とな っ
た 融合 状 態 に あ る と考 え る。 かか る状 態 を よ り具 体 的 に理 解 で き る と思 わ れ るめ で,先 に 引用
した 前 田 博士 の 論 文 か ら関連 す る部 分 だ け を,か い つ まん で 引用 して み る。
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Grunowは,聴 覚に関する実験で,音 の体験が次の4相 に区別されることを明らかにした。
第1相:音 が全 く外界にあって、音源と結びついて明 らかな対象構造をもつ。第2相:音 が対
象的緊密性をある程度失 って,空 間に一様に拡が っているが,依 然として音が体験者の外に知
覚 される段階。第3相:対 象 と自己の対立が失われ,自 分が鳴 りひび く,自 分が音を出す容器
であるという体験を生 じる。第4相:鳴 りひびく自分 というものも消失 して,音 の対象性 も喪
失 した,た だ体感的状態性だけが残る。Wernerは,前2相 を知覚に,後2相 を感覚的把握 と
し,か かる体験は,色 という視覚領域について もえられると述べている。Wernerに よれば,
客観性をもつ明証的な知覚が現実的に発達する途上に感覚体験が出現する。それは,明 確な物
らしさを欠く代 りに,特 定の身体的状態性を持つ点に特徴がある。このような体験は,一 方で
対象性が稀薄で主観的状態性を濃厚におびる点で,知 覚 と区別され,他 方対象指向性(た とえ
自己の身体に対する指向性であっても)を 有する点で感情から区別 されるべきものである。
自己,対 象,他 者が未分化な原初的融合状態では,感 性領域において,か かる主観的身体的
状態性が濃厚な感覚体験が営まれていると考え られている。
Buytendijkに よれば,動 物は世界 とともに世界のうちに存在する。 人間はそれだけにとど
まらず,世 界 と対峙してもいる。人間の世界は,種 に定型的な仕方で現象する環境世界ではな
く,存 在 しつつ現象する対象的世界である。人間は認識しうる対象的客観的世界 と足場をとも
にした体験 しうる主観的環境世界という二つの現実に住む。動物,特 に鳥や魚 より下等な動物
は,環 境世界のうちで,知 覚と運動との一義的統一の うちに生きている。かれ らにとって魅す
るものは,客 観的事実として存在するのでなく,接 近する行動を惹き起す。人間は上述のよう
な世界に生き,距 離を置いてものを見 ることができ,傍 観者でもありうる。つまり静観的行動
が可能である。
先に三輪博士が人間の身体のもつ二世界的性格について述べているのを見た。見 られる側面
か らの科学的世界像においては,そ れぞれのものは,そ れ自身の位置,大 きさをもち,い わば
それ自体 としてあり,か くれるものもない。そこでは,太 陽は月 とは比較にならない大 きさを
もつものである。見 る側面からの身体的世界像においては,も のは私を中心に配列 され,近 い
ものは大きく,遠 いものは小 さく,現 れるもの と,そ のかげにあって見えないものもある。近
くにあり大きく見えるものは,わ れわれに直接の影響をもちやすいものである。細菌のように
小 さいものは,知 覚にとらえられず,存 在 しないものであった。顕微鏡の発明によって見うる
ようになったとき,細 菌への行動の可能性がでてくる。 このように科学的世界像と対比すると
き,主 観的身体的世界において知覚に現われるものは,行 動性と密接に関連 し,知 覚 されたも
のは,可 能的行動を反映 してある。つまり,人 間においても,知 覚 と行動とは相関的である。





いろいろと興味を示 し,手 話による対象指示が可能である。 したがって,か れらにおいては,
ある程度 ものの客観性が実現されていると考えざるをえない。
それでは,ニ ホンザルであるHが 交尾期に雌の背に向けた凝視行動はどのように解釈すべ き
であろうか。それは,果 たして対象に距離をおいて静観 している行動だと解釈で きようか。あ
るいは魅惑され惹きつけられでいるとすると,そ れに続いて観察 されたことであるが,接 近 し
た雌を恐れたり,攻 撃 したりすることとどのよう に関連づけたらよいのであろうか。 あ る い
は,男 が女の裸体を凝視する行動になぞらえるとすると,感 官性そのものを追求するようなあ
り方がニホンザルに可能であろうか。前述 したように,筆 者は馬Wernerの 透視を読んだとき,
Hの 視線を思い出した。それは通ずるところがあるからであろう。透視と同様の現象だとする
なら,Hの した凝視行動は,そ こにいる雌に定位 されているのでなく,内 外の未分化な自閉的
な世界の中で,自 分の視野に映った像にとらわれたあり方 として理解 される。上述 した よ う
な,静 観的態度の凝視行動 と見るより,こ の理解の方が自然であろうa
しか し,正 常な2カ 月児の場合は,そ うした凝視は,社 会的対象ばかりでなく,幅 広い対象
に対 してであろう。というより,世 界 と自己とが未分化な自閉的状態にあると言えよう。Hの
場合は,身 体を維持するための食べる,飲 むなどの行動は,対 象に定位 してなされ る。 筆 者
は,透 視のような視線は,空 中に定位された行動の際や.交 尾期において雌に向けてなされた
のを見ただけであるo'人間における自閉性を特徴 とする精神疾患においても,食 べる,飲 むな
どの行動が,社 会の規範か らはずれるとしても,そ れ自体が損われるのはまれであろう。人と
ちが って ものは,意 のままに扱かいやすい。 しかし,Hの 凝視行動に関 しては,交 尾期に雌に
向けられたことを指摘するにとどめたい。交尾期であったことがかかる行動が生じた1条 件で
あろう。Hに とって関心のある,意 のままになるものとはちがう,意 味のある社会的対象に対
してかかる行動を向けたのであろう。
さて,つ ぎにHの 空中グルーミングをはじめとする一連の行動にもどる。Hが 空中グルー ミ
ングを表わすのは,見 慣れた観察者が現れたときであった。グルー ミングは,自 然集団におい
ては,80%以 上が血縁者間でなされるように,親 しい間柄のサル間でなされる。Hの ような隔
離ザルにとっては,児 慣れた観察者は養育者でもあり,グ ルー ミングの対象に な り う る。事
実,Hよ り隔離条件の緩いサルではさし出された人間の手をつかまえてグルーミングをする個





おける空想とか白昼夢に似た行動ではないかと述べた。 しかし,そ のように言ったのは,大 き
な飛躍があり,慎 重さを欠いていた点が反省される。空想とか白昼夢は,描 画ができ,過 去の
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回想 が で き,犀 を知 る人 間 に あ って の み 可 能 で あ る。 客 観 的 世 界 を もち ・世 界 との 断 裂 が あ る
人 間 に お い て,直 観 像,表 象 が可 能 に な り,尸それ らの こ とが 実 現 され る。表 象 が 実 現 され な い
存 在 に は,空 想 は原 理 的 に 不可 能 で あ ろ う。 手 話 に ょ る対 象 の 指 示 や,獲 得 した 手 型 を 連 ね て
造 語 の で きる類 人 猿 は,あ る程 度 表 象 に近 い もの を 持 ち,直 観 像 を 感 得 した こ とは 否定 で きな
い。 確 認 は で きな い が,報 告 者 を信 ず れ ば,何 を描 い たか が わ か る絵 を 描 い た類 人 猿 もい る。
しか し,ニ ホ ンザ ル で は,そ の よ うな こと は不 可 能 で あ ろ う。
この よ うに見 て くる と,空 中 グ ル ー ミン グ は,内 外 の 未 分 化 な 自閉 的 世界 の 中 で,視 野 に映
っ
.た見 慣 れ た人 間 の像 に な され る と い うの は,あ なが ち こ じつ け とは 言 え な い で あろ う。、親 し
い人 間 がHの 前 に現 わ れ た状 海 で,そ の 親 しい人 間 がHに は意 味 を持 つ。Hは グ ル ー ミング に、
よ って答 え る。 しか し,そ の相 手 に と どか な い位 置 で しか 表 わ せ ない の で あ る。 接 触 可 能 な位
置 に距 離 が縮 ま る と,緊 張 が増 大 して 動 け な くな って しま い,グ ル ー ミング ど ころ で な い 。空
中 リップ ス マ ッキ ング,空 中 を見 つ あ る行 動 も 同 じよ うに生 じ た行 動 だ と考 え られ る。
で は 空 中 グ ル ー ミン グ と交 替 す る セル フ グル ー ミン グ は どの よ うに解 釈 す べ きで あ ろ うか。
ホ ー ム ケ ー ジで 単 独 で い る場 合 も,Wと と も に い る場 合 も,ビ デ オカ メ ラで 見 た 条件 で は,
Hは 眠 って い た り、足 で頭 部 の毛 を ひ い た り,ペ ニス を さわ った り,恒 常 的 で 変 化 の 少 な い環
境 の 中 で,眠 気 に お そ わ れ て い る様 子 で あ る。 この 状 態 は,空 中 に定 位 され た 行 動 が止 ん だ後
に も見 られ た。 か か る状 態 は,昼 食 後1時 間 で 観 察 した こ との 影 響 もあ ろ う。 この よ うな状 況
で 出現 した観 察 者 は,眠 む 気 を破 る。 ぞ して,間 に セ ル フグ ル ー ミング を ま じえ て,空 中 に 向
け られ た行 動 が続 く。 その うち に観 察 者 は 図 性 を 失 な い,も との状 況 に もど る。 この よ うに見
る と,自 閉 的 な表 わ し方 で は あ るが,u11は 空 中 グ ル ワ ミング に始 ま って,空 中 を見 つ め る こ と
で 止 む 一 連 の行 動 に よ って 観 察 者 に関 わ って い るの で あ る。 そ の 間 は,親 しい相 手 に 関 わ りた
い,グ ル ー ミング を した い気 分 に支 配 され て い る と言 え よ う。 マ 連 の行 動 の うち,セ ル フグ ル
ー ミング だ け は ,自 分 の腕 に直 接 な され る。 しか し,空 中グ ル ー ミング もセ ル フグ ル ー ミング
も同 じグ ル ー ミン グ行 動 で あ り,グ ル ー ミング を した い,さ れ#い とい う気 分 の うち で な され
て い る よ うに解 釈 で きよ う。 自然 集 団 にお いて も,社 会 的 グ ル ー ミング を して い る状 況 で よ く
セ ル フ グ ル ー ミン グが 見 られ る。 そ れ は,長 くグ ル ー ミング を して そ ろ そ ろ交 替 して ほ しそ う
な と き とか,他 個 体 に グ ル ー ミン グ を始 あ る前 とか に見 られ る。 か か るセ ル フグ ル ー ミ ン グ
は,何 らか の コン フ リク トに よ って 自己 の 身 体 に関 心 が 向 いて現 れ る と考 え られ る。 しか し大
体 は,そ の と き社 会 的 グ ル ー ミン グが 現 れ る状 況 は 保 たれ て い る と考 え られ る。Hの セ ル フ グ
ル ー ミング も,こ れ らの セ ル フ グル ー ミング と同 様,親 しい人 間 と関 わ りた い状 況 の 中 で,時
に何 らか の コ ンフ リク トに よ って 自 己の 身 体 が 目立 って 生 ず る もの と考 え られ る。
以 上,空 中 グ ル ー ミン グ ほ か一 連 の 行 動 を,Hの 内面 性 の 理 解 を 目ざ して 再検 討 して きた。
そ こで,Hが 社 会 的 対 象 に関 心 を も って 関 わ ろ う とす る と き,内 外 の未 分 化 な 自閉性 が 露 わ に
な る こ とが わ か る。 特 にHの 特 異 な行 動 を は じめ に と り あげ た の は,隔 離 ザ ル に特 徴 的 な体 験
一65一
欲求阻止事態における行動の比較心理学的検討II
世界を,極 端な捉えやすい形で現象させていると考えたからである。つまり,内 外の未分化 な
隔離ザルにおいては,社 会的対象に関わるとき,主 観的な身体的状態性が濃厚な自閉的体験世
界が,程 度の差はあれ現象 していることが考えられるのである。つぎに,自 分の身体の一部を
噛む行動 と自慰行動について考えてみる。
IV
人 間 の特 徴 の 中で,直 立 姿 勢 を 常 態 と し,手 が 自由 に な った こ とは極 め て重 要 な 事 実 で あ
る。 手 と足 の機 能 の分 化 は霊 長 類 に起 って い る。Plessner,H.は,人 間 の 基 礎構 造 を 個体 発 生
を た ど って確 認 す る過 程 にお いて,直 立 姿 勢 に伴 な う 目 と手 の 領 域 が優 勢 に な る こ と を あげ て
い る。類 人 猿 にお い て は,手 と足 が 分 化 し,目 と手 の 領 域 の 優 勢 に よ って,目 と手 が協 応 し,
道 具 の製 作 が で き る と ころ まで 到 って い る(Plessner,H.:1985,43～46頁)。 目 と手 の領 域 が
優 勢 な こ とは,ニ ホ ンザ ル に お いて も認 め られ る。食 物 は 手 で 口へ 運 ば れ る。 麦 や大 豆 な ど の
穀 物 は,1つ1つ つ まん で 口 に運 ばれ る。 形 態 的 には,歩 行 に も っぱ ら使 わ れ る人 間 の足 に比
較 して サ ル の 足 は指 が長 く,拇 指 と他 の指 は手 の よ うに分 れ て お り,も の を つ か む の に 適 して
い る。 しか し,足 は移 動以 外 に は,木 に登 る と きの 補 助 や,手 で 確 保 した以 上 の食 物 を つ か ん
で確 保 す る と きや,身 体 を か く と きに使 わ れ る く らいで あ る。
淡 路 島 の ニ ホ ンザ ル 集 団 は,奇 形 ザ ル が 多 い こ とで 知 られ て い る。 中道 他 は,奇 形 ザ ル の う
ち,特 に手 を欠 い たサ ル の行 動 に注 目 して い る(Nakamichi,M.etaL:1983)。 そ れ に よ る
と,Tanagoと よば れ るサ ル は,穀 物 を食 べ る と きに は,腕,足,腹 部 を地 面 につ けで 舌 で な
め とる。 大 きめ の ピー ナ ッツ な どは,両 方 の 手 の欠 け た腕 の先 端 で ひ ろ い あげ,そ の 上 に お い
て[コで殻 を割 って食 べ る。 体 を か くと きは,背 や脇 腹 を腕 の先 で こす った り,頭 を 変 形 したか
か とで こす る。 と きに,石 や木 に背 中 を こす りつ け る こ とが見 られ る。 ゼ ル フ グル ー ミ ン グ
は,脚 の 内 側 を腕 の先 で毛 を ひ ろげ て こす る。 そ の 際,何 か を つ まみ と る行 動 は見 られ な い。
移 動 能力 は正 常 なサ ル に比 較 して 発 達 が遅 く,初 め て移 動 で き たの は,1カ 月 経 って か らで あ
った 。 そ の 仕 方 は,ひ じ と足 で 支 え て,腹 部 を地 面 につ けて,い わ ば 全 身 で は う形 で あ った。
正 常 な 個 体 で は,生 後 第1週 か ら ぎ こち な い が4足 で 歩 く こと が で きる。Tanagoは,・ そ の後
5カ 月 目 に2足 歩 行 が 見 られ た が,不 安 定 で よ く ころん だ。 しか し,繰 り返 しの 中 で 安定 して
行 き,10カ 月 目 に は,主 要 な移 動様 式 に な る。 この個 体 は,足 に も奇形 が あ り,右 足 は2本 指
で 左 足 は5本 指 が あ るが 少 し変 形 して い る。 足 は正 常 な,別 の 手 の な い 個体 は,ほ ぼ伺 様 の行
動 を 表 わ して い る。 そ の 個 体 で は攻 撃 行 動 が 記述 され て い るが,立 ち あ が って 両 方 の 腕 を はば
た くよ うに 前後 にふ る と い うパ ター ンで あ った。 母 親 の 順 位 が 高 いた め,そ れ で コ ミュニ ケ ー
シ ョン の機 能 を果 した と い うこ とで あ る。3歳 か ら4歳 にか け て 交 尾 行 動 が観 察 さ れ て い る
が ・ それ は両 足 で雌 の両 脚 を つ か み,腹 部 を雌 の 背 に当 て て,腕 で 雌 の 脇 を か か え て な さ れ
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た。 このマウンティングは,ス ラス トは見 られていない(Nakamichi,M.etal.:1983)。 ま
た,か れらは,長 い間母親にしがみつ くことができず,母 親はいつも両手か片手で 支 え て い
た。母親は食べるときも片手で,移 動するときも片手をそえて3本 足で移動 した。
上の引用か ら,両 手を欠いたサルにおいても,手 と足の分化は基本的には正常な個体 と変 ら
ないという印象を受ける。 しかし,2足 歩行が安定 して主要な移動様式になる点では,上 肢下
肢が基本的分業を維持 しつつも,分 化はより明確に表われるとも言える。われわれ人間か ら見
れば,特 に足の正常な個体にあっては,グ ルー ミングや摂食にもっと足を使 ってよさそうに思
える。足が手の補償を して,手 足の分化はあいまいになってもよさそうに思われる。 しかし,
そのように考えるのは,自 己の身体を明確に対象化できる人間だからであろう。ニホンザルに
おいては,手 足の分化はは っきりしており,そ れが各々の行動様式に根強 く組み込まれている
ように考えられる。
このような手を欠いたサルが2足 歩行を安定 したものにし,主 要な移動様式とした点は注目
される。より詳細に観察されたTanagoの 場合,5カ 月目に初めて2足 歩行がなされた。 は
じめは不安定で,よ くころんだのであるが,繰 り返 しの中でしだいに安定 し,10カ 月目に入る
と主要な移動様式になったと記述されている。2足 歩行は,ニ ホンザルでは物をもって手がふ
さが っているとき選択される行動であるから,短 期間で安定するのではないかと考えられる。
しか し,こ の記述を見るかぎり,か なり長期にわたる試行錯誤を通 して安定化 したと考えざる
をえない。 このように解するなら,2足 歩行の安定のためには,感 覚運動器官の成熟過程が当
然あずかっていると考えられるが,一 方では,あ る方向に動こうとする意図のもと,視 覚 とな
らんで身体感覚が不可欠の要因としてあずかっていることも確かであろう。正常個体では生後
1週 間で4足 歩行が現われ,成 体では4足 歩行が常態である。 したがって,Tanagoが 主要な
移動様式 とした2足 歩行は,生 得的な移動図式を再構成 したものと考えねばならない。その再
構成 には,状 況の意味に接近 したり,さ けたりする意図のもとで,ほ ぼ全身を使 っていざる際
の抵抗面が受ける触覚をは じめとする外受容感覚だけでなく,全 身の身体感覚,特 に前肢後肢
に分節 された身体感覚が重要な役割を果すことが考えられる。 このこととの関連で,中 道があ
げる自分の身体に関わる行動の頻度は興味深い。Tanagoは,同 じ時期に出生 した正常なサル
に比較 して,自 分の身体に関わる行動が目立 って多い。 自分の身体に関わる行動は,セ ルフグ
ルー ミング,体 をかくこと,自 分の腕先のサ ッキングなどの頻度が合計されたものである。こ
のことは,Tanagoに おいて,身 体感覚が感 じられる機会の多 さを示すと考えられる。われわ
れにおいても,一 般に身体を意識するのは,痛 みを感 じるときや,身 体が不調なときである。
あるいは,自 分の身体が思 うに任せ られないときである。Tanagoに はそのような体験が多い
ことが推測 される。 しか し,こ う言 ったからといって,サ ルの身体感覚 と,人 間がもつ自分の
身体意識を同一視するのではない。一般に動物においては,身 体感覚にしろ,外 界の知覚にし
ろ,Buytendijkの 表現をか りれば,自 己を踏み越える(sich�ergehen)形 で しかないであ
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ろう。つまり事態 との感覚運動的結びつきに縛 られており,自 己や対象から距離をとった姿勢
をとることは困難であろう。それができれば,ニ ホンザルや他の霊長類において生活様式が劇
的に変化するはずである。
奇形ザルの行動は,種 々の行動における身体諸部位の関連の仕方,特 に手足の 分業 に つ い
て,基 本的に正常個体 と変らないことを示 した。このことは,生 得的な体制あ根深 さを示す。
と同時に,移 動様式という運動形態を足の独立 という範囲で再体制化 しうることを示 した。こ
のことは,上 述 した自己を踏み越える形は,厳 密に言えば,ニ ホンザルにはあてはまらないこ
とを意味する。不具な身体で生活する重圧のもとで,長 期間をかけて,身 体感覚を行動の改善
に役立てているからである。 また奇形ザルには,自 分の身体に関わる行動が多 く見 られた。そ
れは,奇 形ザルの状況を推測するとき,身 体感覚を産む機会の多さとして理解される。
つぎに隔離ザルがする自分の身体の一部を噛む行動に焦点を当てる。かかる行動は,幼 少時
には見られず,3歳 ころから発現するようになる。欲求阻止の事態や,他 への攻撃がで きない
事態で現われる。前述 したように,隔 離ザルは,社 会的対象に対 して内外の未分化な自閉的な
関わ り方をする。そのような体験世界において,欲 求阻止,つ まり思うように な らな い事態
で,身 体感覚が目立つことは容易に理解される。 したがって,隔 離ザルにおいては,攻 撃行動
を自分の身体に向けることになる。
しか し,隔 離ザルによっそ噛む身体部位が異なる。先に詳述 したHの 場合には自分の手を噛
む。Hと ケージメイ トであるWは 足を噛む。 これら以外にも自分の身体を噛むサルを見たが,
多 くは足を噛んだ。
Wは 人間がケージに接近すると,脚 を抱 きながらも自から人間に接近 して背を鉄柵に押 しつ
けグルーミングを要求するような行動をする。交尾期に雌 と出会 った場合に,Hは 雌を凝視 し
たり,人 間に空中グルー ミングをしたりし,雌 が接近すると恐れたり,攻 撃 したりするだけで
あった。それに対 しそWは,雌 の働 らきかけの多いときには,マ ウンティングを繰 り返 して射
精に到 った。Hが 生後88日 目に母か ら隔離されたのに対 し,Wは107日 目であった。このよう
に,HもWも ともに自閉的ではあるが,そ の程度はHが 強いと言えよう。H,W以 外で足を噛
むサルは,い ずれもWよ り隔離条件が緩 く,適 応の良いサルたちである。
ここで,こ の節のはじめに述べた点にもどる。道具を製作 しうる類人猿においては,Plessner
が指摘するように,手 足が分化 し,手 と目の領域が優勢になっている。道具をつくることはで
きないが,手 と目の領域が優勢で,手 と目の協応が生存に重要な役割を果すのは,ニ ホンザル
においても妥当しよう。手と目の領域が優勢であるということは,手 と目の領域が行動におい
て主体性の担い手 として重きをなすということであろう。このように解すると,Hが 手 を噛
み,Wが 足を噛む ことが意味を持 って くるように考え られる。すなわち,Hは 手をも噛みうる
が,Wは 足 しか噛まないと言 うことができないであろうか。H,Wの いずれも,自 分の身体部
位を攻撃行動の対象にするのであるが,Hは 一般に主体性を担 う手をも攻撃の対象にする。W
.:
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は,主 体性を担 う手は噛まず,主 体性のより薄い,対 象化 し易 い足を攻撃対象にすると。
三輪博士はLaing,R.D.の 「ひき裂れた自己」 を参考にして,つ ぎのように述べている。
正常な人間の場合,自 己はその身体 と一体になり一つになって,他 者と世界とに相対 して い
る。つまり,自 己は身体を超えて直接外界の対象へ向う。 これに対 して分裂症状の場合,自 己
が身体か ら切り離され,自 己と身体 とのあいだに断絶が生 じ,身 体か ら独立 して身体を持たぬ
ものとなった自己が,身 体と他者 と世界 とに対立すると。また自殺について,つ ぎのように述
べ られる。自殺は,考 える自己が自己の身体を葬 り去る行動である。それは,そ の限 りでは,
考える存在 と身体との差異を如実に示す。 しかし,自 殺によって,考 える自己そのものを抹殺
されるかぎり,自 殺はかえって,自 我と身体との不可分な関係をよりよく示すと。このように
分裂症状や,自 殺やまたデカル ト哲学においても示されるように,人 間の場合,自 我が自分の
身体をまるごと自分ではないように対象化 して認識できる。サルにおいては,正 常 な 場 合 に
は,直 接外界に向う。つまり,目 と手の領域を中心にして,全 身体一体 となって事態に向うと
言えよ う。 しか し,隔 離ザルにおいては,身 体の一部を,サ ッキング,抱 くこと,噛 む ことな
どの特定の行動の対象にする。特に攻撃行動において,自 分の身体の一部に対 して外物である
ように関わる。そして,通 常にあっては,主 体性を担 う手を噛むHは,そ れだけ内閉性が強い
と考え られる。Wの ような自閉性の程度の低い個体の場合には,目 と手の領域は優勢を保 ち,
主体性を担い,周 辺にある足が攻撃行動の対象になる。
さきに,Hの セルフグルー ミングに言及 した際に,自然集団で社会的グルー ミングが生 じる状
況で現れるセルフグルーミングにふれた。かかるセルフグルー ミングは,コ ンフリクトによる
緊張を解放する機能を持つと考え られた。この場合,自 分の手をするときは,他 個体へのグル
ーミングが止んだ直後に見 られることが多い。それから一呼吸おいて脚などの部位へ移 ること
がある。今後の資料の積み重ねが必要であるが,手 のセルフグルー ミングと,脚 のそれは微妙
に異 った印象を受ける。後者では,対 象化がより明白で,意 図性がより強い印象を受ける。目




隔離ザルでは,欲 求阻止事態で,主 体は,身 体感覚に表われ,視 覚で捉えた自分の身体の一
部を,外 物であるかのように扱かう。Hの 場合,手 を噛むが,そ のことは外物のように扱かう
範囲がより広 く,主 体の座はより限局 されて歯に表われるとも言えよう。このよう に考 え る
と,あ る意味の心身の分裂 として,自 分のでありなが ら,自 分のでない身体部位が現われるこ
ととして内閉性がとらえられるように思われる。社会的行動領域において,隔 離ザルに,そ う
いった内閉性が現われると考えることができよう。ただし,心 身の分裂といっても,人 間の場
合には,自 我が身体をまるごと対象化 し,自 分ではないように対象化 された身体は,認 識の対
.'
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象にもなる。 しか し,ニ ホンザルの場合には,自 分の身体の一部を噛むという行動のうちに心
身の分裂が現われているという意味である。
自慰行動についても自分の身体を噛むことと同様 に考えることができよう。自慰行動は自然
集団においても見 られる。特に強い リーダーシップを発揮 したリーダーによく見られた。強い
リーダーシップのせいか,交 尾期に雌に敬遠され,拒 否されたためと思われる。かかるリーダ
ーや,隔 離ザルが自慰行動を現わすのも,基 本的には,欲 求阻止による身体の現われによるの
でないかと考え られる。異性 と関わりたい気分にあって,そ れが拒否や自閉性のために阻止さ
れたとき,性 が視覚的にも,身 体感覚的にも目立つであろう。おそらく,自 慰行動が自然集団
でも見られるのは、その身体感覚が強いからであろう。その リーダーは,も っぱ ら自慰行動を
するのでなく,雌 との性交渉も行なう。 しかし,隔 離ザルにおいては,ほ とんど自慰行動 しか




奇形ザルに高頻度で見 られた自分の身体に関わる行動や,あ るリーダーによく見 られた自慰
行動や,頻 繁に現われるセルフグルーミングは,自 然集団で観察された自分の身体に関わる行
動である。それ らの発現には,知 覚的定位 とともに,欲 求阻止による身体感覚か ら結果する身
体の現われがあずかっていると考えられる。
一方隔離ザルは,そ れらの行動以外にも抱 く,、吸 う,噛 む行動を自分の身体に向けた。自分
の身体に向けられる行動でも,グ ルーミングは少なくとも毛や皮膚の異物をとる意味があり,
また不自然な印象 も受けない。 しか し,自 分の身体を抱いたり,吸 ったり,特 に噛んだりする
行動は意味がない。かかる自己志向性の行動は,本 来相手に向け られるものであり,自 分に向
けるのは無意味そのものである。その無意味さの中に,隔 離ザルの異常性が存する と言 え よ
う。その無意味 さは,自 閉性,・内閉性により,社 会的相手への関わ りを閉ざされたかれ らの生
きざまである。
v
以上,隔 離ザルの内面性を探る試みを した。結論的に言いたいのは2点 である。1つ は,H
の凝視行動や空中に向けられる諸行動か ら推測されるように,隔 離ザルが内外の未分化な主観
的状態性の濃厚な自閉性を現わすということである。
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う。かかる意味での内閉性である。
ここで扱か ったニホンザルは,ま さに文字通 りの身体的主体である。つまり,感 覚器官,運
動器官をはじめ,解 剖学的構造を備えて,外 界や身体に関わる主体で,身 体か ら離れた考える
自分,す なわち精神を持つとは考零 られない主体である。すなわち,動 物としての 主 体 で あ
る。かかる身体的主体においても,母 か ら早期に隔離されるという厳 しい生育条件 の も とで
は,上 述のような自閉性,内 閉性が現われる。自閉性を主症状 とする人間の精神疾患において
も,そ うした疾患が形成 されるには,や はり身体性の中に主要因が求められねばならないと考
えられる。また.生 育歴の中にそれが求められねばならないと考えられるのである。
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